
就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

12月5日、今回は、新型コロナウイルス感染拡大防
止に配慮し、6号館3階大講義室において実施。密
にならぬよう、別講義室において、発表風景を後輩た
ちに配信しました。

給食管理実習
10月21日、健康栄養学専攻2年生の「給食管理実
習」を実施。対象を65歳以上の男女とし、高齢者施
設給食の献立を提供しました。

室
長
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
の
入
学
式

で
し
た
。本
学
で
は
、学
生
課
が
入
学
式
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和
二

年
度
入
学
式
は
、従
来
の
入
学
式
と
は
異
な
る
、様
々

な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
対
策
を
要
す
る
緊
張
感
を
伴
う

も
の
と
な
り
ま
し
た
。感
染
拡
大
防
止
へ
の
配
慮
を
最

優
先
す
る
こ
と
と
し
、保
護
者
様
に
御
臨
席
を
ご
遠
慮

い
た
だ
く
こ
と
、大
学
と
短
大
の
式
典
を
時
間
差
で
分

け
る
こ
と
、席
と
席
の
間
隔
を
確
保
す
る
こ
と
、式
典

前
の
環
境
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と
等
、そ
れ
ら
全
て
の

準
備
を
、事
務
職
員
の
方
々
と
学
生
支
援
委
員
会
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、よ
う
や
く
終
え
よ
う
と
し
た
、ま
さ

に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
緊
急
事
態
宣
言
発
令
の
知
ら

せ
を
聞
き
ま
し
た
。結
局
、裏
方
の
責
任
者
と
な
っ
て

初
め
て
の
入
学
式
は
挙
行
さ
れ
ず
、準
備
に
あ
た
り
、

何
一
つ
的
確
な
判
断
を
下
せ
な
か
っ
た
自
身
の
無
能

さ
の
み
を
知
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、自
身
の
無
能
さ
だ
け
で
は
な
く
、驚
く
べ

き
無
知
に
も
直
面
し
ま
し
た
。担
任
と
し
て
十
二
年
間

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験
か
ら
、あ
る
程
度
は
理

解
し
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
た
学
生
支
援
の
本
質

に
つ
い
て
さ
え
全
く
理
解
が
足
り
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。特
に
奨
学
金
に
関
す
る
無
知
に
つ
い
て
は
、弁

解
の
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、後
援
会
役
員
と
し

て
本
学
を
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
方
々
の
存

在
と
皆
様
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
認
識
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、学

友
会
活
動
に
つ
い
て
は
、学
生
支
援
室
長
と
し
て
の
関

わ
り
方
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。十
二
年
間
、東
北
生
活
文
化
大
学
の
一
員
と
し

て
、多
く
を
感
じ
、学
び
、少
し
は
成
長
で
き
た
の
で

は
、と
い
う
主
観
的
な
自
己
評
価
へ
の
懐
疑
心
が
膨
ら

み
続
け
た
一
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
も
時
折
、一
年
前
の
学
長
室
で
の
こ
と
を
思
い
ま

す
。重
い
責
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
あ
の
出
来
事
に

は
、も
う
一
人
の
重
要
人
物
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。そ

の
方
が
、こ
の
勇
気
あ
る
人
事
を
提
言
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。私
が「
は
い
」と
お
答
え
し
た
時
、同
じ

カ
ウ
チ
の
左
側
に
お
掛
け
に
な
っ
た
副
学
長
が
、笑
み

を
浮
か
べ
な
が
ら
、語
ら
れ
た
一
言
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
立
場
が
人
を
つ
く
る
か
ら
」と
仰
い
ま
し
た
。
　

　

You can't teach an old dog new
 tricks. 

と
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、今
の
こ
の
無
能
、無
知
の
私
が
、コ
ロ

ナ
禍
、新
し
い
立
場
で
何
を
学
習
し
、ど
の
よ
う
に
し

て
お
役
に
立
て
る
の
か
、そ
れ
を
試
行
す
る
お
時
間
を

も
う
少
々
お
与
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
、こ
の
機
会
を
お

借
り
し
て
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学生支援室長   瀬戸典彦
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
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今年度、当初夏に講座を予定していましたが、コロナ
禍であり、リスク回避で動画配信することとなりました。
現在、本学HP服飾文化専攻ブログで公開中です。

11月1日、美術表現学科の学生たちが、栗原市栗駒の旧みちのく風土館において、「サンキューベリーマッチ展」マッチ箱アートワークショップを開催しました。
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（令和2年度 後期）
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　新型コロナウイルス感染は一向に衰える気配を見せていない中、2022年卒の学生の就職活動が3月1日より本格的にス
タートします。初めて社会に旅立とうとする学生にとって就職活動は期待や不安などの様々な思いや感情が絡み心が不安定に
なりがちです。今の学生はそれに加え新型コロナウイルス感染拡大による社会経済の大きな変化という怪物と向き合わなけれ
ばいけない状況に置かれています。
　1月に入り就職活動を控えた学生からの不安を訴える相談が増えています。特にアパートで独り暮らしをしている学生の置か
れている状況はかなり深刻です。新型コロナウイルス感染拡大防止のため実家に戻ることも出来ず、身近なところに相談できる
人がなく一人で悩み苦しんでいます。この様な状況下において就職支援担当者に求められることは、学生の話にそっと耳を傾け
不安な気持ちに寄り添い心を支え、責任を持って最後まで面倒をみることだと思います。私の学生時代の就職活動の時期に

「私を必要とする会社があるのか」とか「社会で本当にやっていけるのか」等不安ばかり先だったことを思い出しながら、学生との
相談に向き合っています。

◎コロナ禍における就職支援

（公財）仙台ひと・まち交流財団の公式YouTube
「仙台ひと・まちチャンネル」のサムネイル等を、服飾
文化専攻3年の遠藤優佳さんと門脇優奈さんがデザ
インしました。

2月8日、教育実習・栄養教育実習を実施した教職課程履修
者4年生による報告会。密集を避けるため、4会場に分け、
ZOOMにより、後輩たちに伝えました。

サンキューベリーマッチ展

令和2年度家政学科課題研究発表会

コロナ禍により、大学祭や学外での公演が出来ない現在、

子ども生活専攻「三島レンジャー」動画制作に取り組んで

います。この動画は県内各幼稚園等に配布予定です。

三島レンジャー

毎年開催している学友会主催のクリスマスパーティー、

今年は開催を断念。そんな状況の中、美術表現学科の

1・2年生たちが、少しでもクリスマスの雰囲気を味わって

もらうために制作しました。

クリスマスイルミネーション

「仙台ひと・まちチャンネル」の
サムネイルデザイン制作

令和2年度、本学美術学部、佐藤淳一教授が「永年にわ

たり、彫刻家として優れた活動を行い、地域文化の振興に

貢献している」として表彰されました。これを記念し、3月23日

から28日まで、晩翠画廊において彫刻展が開催されます。

佐藤淳一教授が、「地域文化功労者」表彰 小中学生のためのファッションカレッジ2020
「おしゃれ上手は洗濯上手」 教育実習報告会
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

大
学
家
政
学
科
短信

食
物
栄
養
学
専
攻

子
ど
も
生
活
専
攻

学
科
の
行
事

授

　業
大
学
美
術
表
現
学
科

     （
生
活
美
術
学
科
）
短信

地
域
貢
献
活
動

　
令
和
二
年
度
秋
・
冬
の
家
政
学
科
の
様
子
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
で
、対
面
授
業
の
開
始
が

六
月
末
か
ら
と
な
り
ま
し
た
が
、後
期
は
九
月
十
七
日
よ
り

全
面
対
面
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。冬
場
の
感
染
者
増
を
見

越
し
て
、実
習
・
実
験
科
目
を
学
期
前
半
に
集
中
的
に
実
施

す
る
変
則
的
な
授
業
実
施
体
制
で
臨
み
ま
し
た
が
、幸
い
、一

月
末
の
後
期
授
業
終
了
ま
で
遠
隔
授
業
へ
の
移
行
無
し
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
三
・四
年
生
の
臨
地
実
習
は
こ
の
状
況

下
で
延
期
・
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、日
程
調
整
の
繰
り

返
し
と
、特
例
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
実
習
に
よ
り
、何
と
か
四
年

生
は
終
了
で
き
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
九
日
に
登
録
販
売
者
試
験
の
合
格
発
表
が
あ

り
、健
康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
か
ら
六
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
登
録
販
売
者
試
験
に
合
格
し
た
三
年
生
が
薬

学
検
定
に
挑
み
、一
級
に
五
名
、二
級
に一
名
合
格
し
ま
し
た
。

「
薬
に
強
い
栄
養
士
」の
育
成
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
制
約
が
あ
る
中
で
も
恒
例
行
事
は
工

夫
を
凝
ら
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
学
祭
は
十
一
月
二
十
二
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
、健

康
栄
養
学
専
攻
の
学
生
た
ち
が
運
営
の
主
力
を
担
い
ま
し

た
。服
飾
文
化
専
攻
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
、健
康
栄
養
学

専
攻
で
は
栄
養
指
導
の
動
画
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
服
飾
文
化
専
攻
の
、「
小
中
学
生
の
た
め
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ

レ
ッ
ジ
二
〇
二
〇『
お
し
ゃ
れ
上
手
は
洗
濯
上
手
』」、も
ウ
ェ
ブ

配
信
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、一
か
月
足
ら

ず
の
配
信
期
間
に
一〇

〇
回
を
超
え
る
視
聴
が

あ
り
ま
し
た
。

　
恒
例
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
外
部
公
演
は
、今

年
度
は
通
常
の
実
施
は

困
難
と
み
て
、ラ
ン
ウ
ェ

イ
で
の
シ
ョ
ー
形
式
は
諦

め
、衣
装
展
示
主
体
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
と
し
て
開
催
準
備
中

で
す
。

　
令
和
二
年
度
後
半
の
活
動
は
、美
術
鑑
賞
旅
行
（
二
年

次
）、博
物
館
実
習
旅
行
（
三
年
次
）、大
衡
村
ふ
る
さ
と
美

術
館
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
、 

第
四
十
七
回
大
美
学
科
内
コ
ン
ク
ー

ル
が
コ
ロ
ナ
禍
で
残
念
な
が
ら
中
止
、延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

学
生
の
個
人
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
着
実
に
研
究

発
表
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
間
の
集
大
成
と
な
る
第
五
十
三
回
生
活
美
術
学
科

卒
業
制
作
展
は
、四
年
生
と
研
究
生
計
十
八
名
の
作
品
が
展

示
さ
れ
例
年
通
り
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
充
分
に
行
っ
た
結
果
、好
評
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。同
時
に
、美
術
学
部
の
デ
ザ
イ
ン
、陶

芸
の
授
業
紹
介
、学
生
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。卒
業
制

作
、授
業
作
品
と
も
様
々
な
技
法
で
制
作
さ
れ
た
新
鮮
な
感

覚
の
作
品
は
、素
晴
ら
し
い
と
い
う
声
も
聴
か
れ
、コ
ロ
ナ
禍
の

中
多
く
の
来
場
者
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
在
学
生
に
よ
る
創
作
、発
表
活
動
の一端
を
紹
介
し
ま
す
。

　
九
月
　「
第
六
感
展
」美
術
学
部
版
画
研
究
室
（
中
本
誠

司
現
代
美
術
館
）、「
H
I
D
D
E
N  

D
O
O
R
」絵
画
表

現
同
好
会（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
専
）、「
第
五
十
七
回
宮
城
県
芸
術
祭

彫
刻
部
公
募
展
」（
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）で
は
、岩
渕
伶

奈
さ
ん（
二
年
）、上
田
拓
人
さ
ん（
二
年
）、今
泉
葉
月
さ
ん

（
二
年
）が
入
選
し
ま
し
た
。

　
十
月
　
佐
藤
李
菜
（
研
究
生
）個
展「
わ
た
し
の
思
う
都

市
計
画
」二
〇
一九
学
部
内
コ
ン
ク
ー
ル
中
本
誠
司
美
術
館
賞

受
賞
（
中
本
誠
司
現
代
美
術
館
）

　
十
一
月
　「
第
一
回
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」（
T
F
U
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ミ
ニ
モ
リ
）で
は
平
野
嵩
真
さ
ん（
一
年
）が
東
北
福
祉
大

学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
　
絵
画
市「
あ
の
絵
画
飾
っ
て
い
ま
す
」美
術
学
部

一
年
十
八
名
、二
年
一
名
の
十
九
名
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

（
A
R
C 

G
A
L
L
E
R
Y
）

　
二
月
　
吉
田
瀬
七（
四
年
）個
展
「
追
憶
」（
中
本
誠
司
現
代

美
術
館
）、「
象
る
現
る
展
」
岩
渕
伶
奈
さ
ん
（
二
年
）、大
沼

雅
史
さ
ん（
二
年
）、音
海
は
る
さ
ん（
二
年
）、島
陰
幸
乃
さ
ん

（
三
年
）に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
）

　
さ
ら
に
、コ
ン
ペ
等
で
学
生
の
活
躍
も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
仙
台
市
食
育
推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
コ
ン
ペ
で
は
、遠
藤
は
る
か
さ

ん
（
二
年
）が
最
優
秀
賞
を
受
賞
、佐
藤
菜
美
さ
ん
（
三
年
）、

上
田
拓
人
さ
ん
（
二
年
）が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
陶
芸
館
で
開
催
さ
れ
た 「
が
ち
ゃ
が

ち
ゃ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」で
銀

賞
に
輝
い
た
遠
藤
未
菜
さ

ん
（
二
年
）の
作
品
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
カ
プ
セ
ル

に
入
り
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
マ
シ
ン

で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
学
部
二
年
生
「
視

覚
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
」の
授
業
で

仙
台
市
自
転
車
安
全
利

用
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
仙

台
市
の
依
頼
で
制
作
し

ま
し
た
。三
十
六
名
の
受

講
学
生
が
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
デ
ザ
イ
ン
案
を
練
り
、二

チ
ー
ム
の
ポ
ス
タ
ー
が
採
用
。今
後
市
内
に
貼
り
出
さ
れ

て
自
転
車
安
全
利
用
の
啓
発
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
お
い
し
い
東
北
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
展
二
〇
二
〇
で

は
、遠
藤
は
る
か
さ
ん
（
二
年
）が
紅
花
香
茶
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
で
審
査
委
員
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
教
員
に
よ
る
個
展
、グ
ル
ー
プ
展
、学
会
活
動
。

卒
業
生
の
公
募
展
、グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
、発
表
等
制
作
・

研
究
活
動
も
充
実
し
、大
い
に
在
学
生
の
刺
激
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、後
期
も
学
外
実
習
の
予
定
変
更
、大
学
祭
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
な
ど
、例
年
に
な
い
状
況
は
続
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
二
、三
波
を
想
定

し
て
、後
期
を
前
後
に
二
分
割
し
、前
半
に
実
験
・
実
習
等

対
面
授
業
を
集
中
、後
半
に
遠
隔
授
業
が
可
能
な
科
目
を

集
中
さ
せ
る
変
則
的
な
時
間
割
で
行
い
ま
し
た
。

　
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
大
学
祭
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
、例
年
の
専
攻
企
画
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
栄
養
士
基
礎
演
習
（
一
年
生
）は
ま
す
み
保
育
園
や
学

外
の
施
設
見
学
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

●
十
一
月
〜
十
二
月
　
給
食
管
理
実
習
Ⅲ（
校
外
実
習
）（
二

年
生
）

小
学
校
、保
育
所
、陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
に
分
か
れ
て
、五

日
間
の
校
外
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、陸
上
自
衛
隊
駐

屯
地
で
の
実
習
の
一
部
、特
別
養
護
老
人
施
設
の
実
習
は
、

実
習
先
の
都
合
に
よ
り
学
内
で
の
実
習
に
振
り
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

●
二
月
一
日
　
校
外
実
習
報
告
会
（
一
・
二
年
生
）

●
十
月
　
幼
稚
園
実
習
（
二
年
生
）

三
週
間
に
短
縮
さ
れ
た
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
一

部
の
学
生
は
施
設
実
習
な
ど
の
日
程
が
後
期
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

●
二
月
　
基
礎
実
習
／
ま
す
み
幼
稚
園
（
一
年
生
）

●
二
月
一
日
　
保
育
実
習
（
保
育
所
実
習
、施
設
実
習
）報

告
会
、教
育
実
習
（
幼
稚
園
実
習
）報
告
会
、保
育
実
践
報

告
会
（
一
・
二
年
生
）

　
地
域
へ
の
貢
献
も
本
学
の
使
命
の
一
つ
で
す
が
、今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、す
べ
て
の
活
動
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
専
攻
と
も
校
外
実
習
で
は
、厳
格
な
体
調
管
理
、様
々

な
制
限
、準
備
に
あ
ま
り
時
間
が
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
な

ど
厳
し
い
状
況
の
な
か
、二
年
生
は
頑
張
り
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、学
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
い
よ
う
、今
後
も
注
意
を
払
っ
て
教
育
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲ 家政学科課題研究発表会

▲ 卒業制作展（授業紹介ブース）

▲ 校外実習報告会

▲ 保育実践報告会
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

大
学
家
政
学
科
短信

食
物
栄
養
学
専
攻

子
ど
も
生
活
専
攻

学
科
の
行
事

授

　業
大
学
美
術
表
現
学
科

     （
生
活
美
術
学
科
）
短信

地
域
貢
献
活
動

　
令
和
二
年
度
秋
・
冬
の
家
政
学
科
の
様
子
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
で
、対
面
授
業
の
開
始
が

六
月
末
か
ら
と
な
り
ま
し
た
が
、後
期
は
九
月
十
七
日
よ
り

全
面
対
面
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。冬
場
の
感
染
者
増
を
見

越
し
て
、実
習
・
実
験
科
目
を
学
期
前
半
に
集
中
的
に
実
施

す
る
変
則
的
な
授
業
実
施
体
制
で
臨
み
ま
し
た
が
、幸
い
、一

月
末
の
後
期
授
業
終
了
ま
で
遠
隔
授
業
へ
の
移
行
無
し
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
三
・四
年
生
の
臨
地
実
習
は
こ
の
状
況

下
で
延
期
・
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、日
程
調
整
の
繰
り

返
し
と
、特
例
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
実
習
に
よ
り
、何
と
か
四
年

生
は
終
了
で
き
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
九
日
に
登
録
販
売
者
試
験
の
合
格
発
表
が
あ

り
、健
康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
か
ら
六
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
登
録
販
売
者
試
験
に
合
格
し
た
三
年
生
が
薬

学
検
定
に
挑
み
、一
級
に
五
名
、二
級
に一
名
合
格
し
ま
し
た
。

「
薬
に
強
い
栄
養
士
」の
育
成
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
制
約
が
あ
る
中
で
も
恒
例
行
事
は
工

夫
を
凝
ら
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
学
祭
は
十
一
月
二
十
二
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
、健

康
栄
養
学
専
攻
の
学
生
た
ち
が
運
営
の
主
力
を
担
い
ま
し

た
。服
飾
文
化
専
攻
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
、健
康
栄
養
学

専
攻
で
は
栄
養
指
導
の
動
画
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
服
飾
文
化
専
攻
の
、「
小
中
学
生
の
た
め
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ

レ
ッ
ジ
二
〇
二
〇『
お
し
ゃ
れ
上
手
は
洗
濯
上
手
』」、も
ウ
ェ
ブ

配
信
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、一
か
月
足
ら

ず
の
配
信
期
間
に
一〇

〇
回
を
超
え
る
視
聴
が

あ
り
ま
し
た
。

　
恒
例
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
外
部
公
演
は
、今

年
度
は
通
常
の
実
施
は

困
難
と
み
て
、ラ
ン
ウ
ェ

イ
で
の
シ
ョ
ー
形
式
は
諦

め
、衣
装
展
示
主
体
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
と
し
て
開
催
準
備
中

で
す
。

　
令
和
二
年
度
後
半
の
活
動
は
、美
術
鑑
賞
旅
行
（
二
年

次
）、博
物
館
実
習
旅
行
（
三
年
次
）、大
衡
村
ふ
る
さ
と
美

術
館
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
、 

第
四
十
七
回
大
美
学
科
内
コ
ン
ク
ー

ル
が
コ
ロ
ナ
禍
で
残
念
な
が
ら
中
止
、延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

学
生
の
個
人
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
着
実
に
研
究

発
表
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
間
の
集
大
成
と
な
る
第
五
十
三
回
生
活
美
術
学
科

卒
業
制
作
展
は
、四
年
生
と
研
究
生
計
十
八
名
の
作
品
が
展

示
さ
れ
例
年
通
り
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
充
分
に
行
っ
た
結
果
、好
評
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。同
時
に
、美
術
学
部
の
デ
ザ
イ
ン
、陶

芸
の
授
業
紹
介
、学
生
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。卒
業
制

作
、授
業
作
品
と
も
様
々
な
技
法
で
制
作
さ
れ
た
新
鮮
な
感

覚
の
作
品
は
、素
晴
ら
し
い
と
い
う
声
も
聴
か
れ
、コ
ロ
ナ
禍
の

中
多
く
の
来
場
者
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
在
学
生
に
よ
る
創
作
、発
表
活
動
の一端
を
紹
介
し
ま
す
。

　
九
月
　「
第
六
感
展
」美
術
学
部
版
画
研
究
室
（
中
本
誠

司
現
代
美
術
館
）、「
H
I
D
D
E
N  

D
O
O
R
」絵
画
表

現
同
好
会（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
専
）、「
第
五
十
七
回
宮
城
県
芸
術
祭

彫
刻
部
公
募
展
」（
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）で
は
、岩
渕
伶

奈
さ
ん（
二
年
）、上
田
拓
人
さ
ん（
二
年
）、今
泉
葉
月
さ
ん

（
二
年
）が
入
選
し
ま
し
た
。

　
十
月
　
佐
藤
李
菜
（
研
究
生
）個
展「
わ
た
し
の
思
う
都

市
計
画
」二
〇
一九
学
部
内
コ
ン
ク
ー
ル
中
本
誠
司
美
術
館
賞

受
賞
（
中
本
誠
司
現
代
美
術
館
）

　
十
一
月
　「
第
一
回
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」（
T
F
U
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ミ
ニ
モ
リ
）で
は
平
野
嵩
真
さ
ん（
一
年
）が
東
北
福
祉
大

学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
　
絵
画
市「
あ
の
絵
画
飾
っ
て
い
ま
す
」美
術
学
部

一
年
十
八
名
、二
年
一
名
の
十
九
名
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

（
A
R
C 

G
A
L
L
E
R
Y
）

　
二
月
　
吉
田
瀬
七（
四
年
）個
展
「
追
憶
」（
中
本
誠
司
現
代

美
術
館
）、「
象
る
現
る
展
」
岩
渕
伶
奈
さ
ん
（
二
年
）、大
沼

雅
史
さ
ん（
二
年
）、音
海
は
る
さ
ん（
二
年
）、島
陰
幸
乃
さ
ん

（
三
年
）に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
）

　
さ
ら
に
、コ
ン
ペ
等
で
学
生
の
活
躍
も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
仙
台
市
食
育
推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
コ
ン
ペ
で
は
、遠
藤
は
る
か
さ

ん
（
二
年
）が
最
優
秀
賞
を
受
賞
、佐
藤
菜
美
さ
ん
（
三
年
）、

上
田
拓
人
さ
ん
（
二
年
）が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
陶
芸
館
で
開
催
さ
れ
た 「
が
ち
ゃ
が

ち
ゃ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」で
銀

賞
に
輝
い
た
遠
藤
未
菜
さ

ん
（
二
年
）の
作
品
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
カ
プ
セ
ル

に
入
り
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
マ
シ
ン

で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
学
部
二
年
生
「
視

覚
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
」の
授
業
で

仙
台
市
自
転
車
安
全
利

用
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
仙

台
市
の
依
頼
で
制
作
し

ま
し
た
。三
十
六
名
の
受

講
学
生
が
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
デ
ザ
イ
ン
案
を
練
り
、二

チ
ー
ム
の
ポ
ス
タ
ー
が
採
用
。今
後
市
内
に
貼
り
出
さ
れ

て
自
転
車
安
全
利
用
の
啓
発
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
お
い
し
い
東
北
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
展
二
〇
二
〇
で

は
、遠
藤
は
る
か
さ
ん
（
二
年
）が
紅
花
香
茶
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
で
審
査
委
員
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
教
員
に
よ
る
個
展
、グ
ル
ー
プ
展
、学
会
活
動
。

卒
業
生
の
公
募
展
、グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
、発
表
等
制
作
・

研
究
活
動
も
充
実
し
、大
い
に
在
学
生
の
刺
激
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、後
期
も
学
外
実
習
の
予
定
変
更
、大
学
祭
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
な
ど
、例
年
に
な
い
状
況
は
続
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
二
、三
波
を
想
定

し
て
、後
期
を
前
後
に
二
分
割
し
、前
半
に
実
験
・
実
習
等

対
面
授
業
を
集
中
、後
半
に
遠
隔
授
業
が
可
能
な
科
目
を

集
中
さ
せ
る
変
則
的
な
時
間
割
で
行
い
ま
し
た
。

　
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
大
学
祭
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
、例
年
の
専
攻
企
画
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
栄
養
士
基
礎
演
習
（
一
年
生
）は
ま
す
み
保
育
園
や
学

外
の
施
設
見
学
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

●
十
一
月
〜
十
二
月
　
給
食
管
理
実
習
Ⅲ（
校
外
実
習
）（
二

年
生
）

小
学
校
、保
育
所
、陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
に
分
か
れ
て
、五

日
間
の
校
外
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、陸
上
自
衛
隊
駐

屯
地
で
の
実
習
の
一
部
、特
別
養
護
老
人
施
設
の
実
習
は
、

実
習
先
の
都
合
に
よ
り
学
内
で
の
実
習
に
振
り
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

●
二
月
一
日
　
校
外
実
習
報
告
会
（
一
・
二
年
生
）

●
十
月
　
幼
稚
園
実
習
（
二
年
生
）

三
週
間
に
短
縮
さ
れ
た
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
一

部
の
学
生
は
施
設
実
習
な
ど
の
日
程
が
後
期
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

●
二
月
　
基
礎
実
習
／
ま
す
み
幼
稚
園
（
一
年
生
）

●
二
月
一
日
　
保
育
実
習
（
保
育
所
実
習
、施
設
実
習
）報

告
会
、教
育
実
習
（
幼
稚
園
実
習
）報
告
会
、保
育
実
践
報

告
会
（
一
・
二
年
生
）

　
地
域
へ
の
貢
献
も
本
学
の
使
命
の
一
つ
で
す
が
、今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、す
べ
て
の
活
動
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
専
攻
と
も
校
外
実
習
で
は
、厳
格
な
体
調
管
理
、様
々

な
制
限
、準
備
に
あ
ま
り
時
間
が
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
な

ど
厳
し
い
状
況
の
な
か
、二
年
生
は
頑
張
り
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、学
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
い
よ
う
、今
後
も
注
意
を
払
っ
て
教
育
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲ 家政学科課題研究発表会

▲ 卒業制作展（授業紹介ブース）

▲ 校外実習報告会

▲ 保育実践報告会
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例
年
通
り
で
は
な
い
こ
と
ば
か
り
の
令
和
二
年
度
で
し
た
が
、服
飾

文
化
専
攻
一
年
生
た
ち
は
、大
学
で
の
講
義
・
実
験
・
実
習
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。学
内
外
の
活
動
の
い
く
つ
か
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
る
な
ど
「
密
」を
避
け
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し

た
。十
二
月
五
日
に
は
、四
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
を
別
会
場
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
聴
講
し
ま
し
た
。服
飾
分
野
の
研
究
発
表
だ
け
で

な
く
、教
育
分
野
、食
物
・
栄
養
分
野
の
発
表
に
も
熱
心
に
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
聞
い
て
い
た
姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　
そ
ろ
そ
ろ
大
学
生
活
へ
の
慣
れ
か
ら
、体
調
管
理
や
生
活
習
慣
な
ど

に
ゆ
る
み
が
生
じ
や
す
い
時
期
に
入
り
ま
す
の
で
、し
っ
か
り
と
目
を

配
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
大
学
生
活
四
年
間
の
折
り
返
し
地
点
が
見
え
て
き
ま

し
た
。学
生
生
活
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
悪
影
響
が
出
た
こ
と
は
否

定
出
来
ま
せ
ん
が
、ま
ず
は
一
人
の
感
染
者
も
な
く
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
こ
と
を
良
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。特
に
、

例
年
九
月
に
実
施
す
る
研
修
旅
行
を
年
明
け
で
あ
る
今
年
二
月
に
延

期
し
ま
し
た
が
、こ
れ
も
再
延
期
す
る
し
か
な
く
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、今
後
の
対
応

に
つ
い
て
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
多
方
面
で
困
難
な
状
況
は
し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か

し
、世
の
中
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、今
年
は
特
に
大
学

卒
業
後
の
進
路
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、学
生
が
目
標
を
見
失
う
こ
と
な

く
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、今
後
も
一
層
の
努
力
を
す
る
覚
悟
で

す
。

　
三
年
生
の
後
期
は
感
染
防
止
に
最
大
限
取
り
組
み
な
が
ら
、主
に
対

面
授
業
（
一
部
、オ
ン
ラ
イ
ン
遠
隔
授
業
）で
学
び
ま
し
た
。一
番
、注

目
し
た
の
は
「
専
門
研
究
Ⅰ
」の
発
表
会
で
す
。こ
の
授
業
は
今
年
度

か
ら
通
年
の
履
修
に
な
り
ま
し
た
。発
表
後
、学
長
が
批
評
と
し
て
サ

イ
エ
ン
ス
の
必
要
性
を
力
説
し
ま
し
た
。学
生
も
教
員
も
そ
の
条
件
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
三
月
上
旬
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
三
越
の
エ
ル・

パ
ー
ク
仙
台
で
開
催
さ
れ
ま
す
。今
年
度
は
服
飾
文
化
専
攻
三
年
生

二
名
が
総
括
を
務
め
ま
す
。「
シ
ョ
ー
」で
は
な
く
「
展
示
」の
発
表
に
な

り
ま
す
が
、服
飾
文
化
専
攻
の
学
生
に
よ
る
質
の
高
い
作
品
を
披
露
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
就
活
が
本
格
化
し
ま
す
。学
生
に
は
、早
め
に
、多
く
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
心
が
け
る
よ
う
伝
え
ま
す
。ご
家
族
か
ら
も
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
一
月
頃
「
五
輪
効
果
」に
よ
り
、今
年
度
は
好
景
気
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
実
際
に
は
、こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
今
、

十
一
都
府
県
に
対
し
て
「
緊
急
事
態
宣
言
」が
再
発
出
さ
れ
、就
職
活

動
を
は
じ
め
、様
々
な
面
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

翻
弄
さ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
試
練
の
と
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、学
生
か
ら
進
路
決
定

の
吉
報
が
届
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
で
の
個
別
面
談
を
通

じ
て
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
「
将
来
の
夢
の
実
現
」を
支
え
て
い
く
所

存
で
す
。

　
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
、な
ら
び
に
皆

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
期
に
お
い
て
は
対
面
授
業
を
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
学
生
や
ご
家
族
様
の
真
摯
な
感
染
症
対
策
の

お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。さ
て
、対
面
授
業
に
も
慣
れ
た
一
年
生

で
す
が
、九
月
か
ら
は
専
門
教
科
の
学
び
も
ス
タ
ー
ト
し
、勉
強
に
四

苦
八
苦
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。他
方
、十
二

月
に
は
四
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会（
卒
論
発
表
会
）に
も
参
加
を
し
、

勉
強
だ
け
で
は
な
い
研
究
と
い
う
大
学
な
ら
で
は
の
部
分
に
魅
力
を

感
じ
て
く
れ
た
学
生
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。好
き
な
勉
強
は
頑
張
れ

る
も
の
。担
任
と
し
て
学
生
の
興
味
や
関
心
を
大
切
に
し
、管
理
栄
養

士
国
家
試
験
の
合
格
に
向
け
て
、彼
・
彼
女
ら
の
学
び
の
育
ち
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
後
期
は
講
義
に
加
え
て
実
習
等
が
多
く
な
り
、こ
れ
ま
で
以
上
学
業

に
励
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。先
輩
方
の
実
習
報
告
会
や
外
部
講
師
の

方
々
の
講
話
を
聴
講
す
る
こ
と
で
、管
理
栄
養
士
業
務
に
つ
い
て
の
理

解
が
深
ま
り
、今
後
の
臨
地
実
習
に
向
け
た
事
前
準
備
も
で
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。工
場
見
学
研
修
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、ク
ラ
ス
全
体
で

の
実
施
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、見
学
を
通
し
、そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か

り
と
学
べ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、初
の
大
量
調
理
実
習
に
挑
み
、試
行
錯

誤
し
な
が
ら
も
仲
間
と
協
力
し
あ
う
大
切
さ
や
達
成
感
を
学
ん
だ
と

思
い
ま
す
。体
調
面
に
も
気
を
付
け
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向

け
て
よ
り
一
層
前
進
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
三
年
生
は
、校
外
実
習
の
実
施
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、日
程
が
変
更
に
な
る
な
ど
、困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、実
習
先
の
担
当
者
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
で
、無
事
に
実
習
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。実
習
中
に
行
っ
た
栄
養
指
導
の
内
容

は
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、十
二
月
に
は
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
主
催
の
栄
養
士
実

力
認
定
試
験
を
受
験
し
ま
し
た
。三
年
間
の
学
習
の
成
果
が
結
果
に
出

て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
春
季
休
業
中
に
、こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
の
ま
と
め
を
十
分
に
行

い
、最
終
学
年
を
迎
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、春
の
教
育
実
習
は
秋
に
延

期
に
な
り
、就
職
活
動
や
病
院
・
施
設
で
の
実
習
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
不
測
の
事
態
を
経
験
し
ま
し
た
が
、各
自
何

と
か
乗
り
越
え
、就
職
率
も
例
年
並
み
の
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。十
二
月
初
旬
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
課
題
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し

た
。一
月
末
に
は
課
題
研
究
論
文
の
提
出
、二
月
末
に
は
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
が
あ
り
ま
す
。就
職
も
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
も
目
標
を

も
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
伝
え
て
お
り
ま
す
。四
年
間
の

集
大
成
に
向
け
て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
試
験
直
前
ま
で
励
ま
し
、応

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
年
生
は
四
、五
月
に
大
学
の
基
礎
と
な
る
べ
き
行
事
（
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
、東
京
研
修
旅
行
）

が
全
て
中
止
。六
月
か
ら
一
般
教
養
は
遠
隔
授
業
で
行
わ
れ
、実
技
授

業
が
対
面
授
業
で
開
始
。こ
の
中
で
や
っ
と
美
術
学
部
の
学
生
た
ち
が

も
の
を
つ
く
る
と
い
う
空
間
の
中
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
の
が
十
一

月
に
延
期
と
な
っ
た
大
学
祭
。大
幕
を
一
年
生
が
二
、三
年
生
の
指
導

に
よ
り
製
作
。ま
た
、十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
展
示
は
、二
年
生
を
中
心
に
一
年
生
が
参
加
。参
加
し
た

学
生
た
ち
は
、何
も
か
も
が
制
約
の
中
だ
っ
た
の
で
、顔
も
晴
れ
や
か

に
な
り
、私
た
ち
教
員
は
、学
生
た
ち
の
笑
顔
と
や
っ
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
後
期
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、制
作
活
動
に
制
限

の
多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、各
方
面
よ
り
朗
報
が
届
い
て
い
ま

す
。仙
台
市
「
食
育
推
進
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
公
募
）で
は
、遠
藤
は
る
か

さ
ん
が
最
優
秀
賞
、上
田
拓
人
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま

た
、令
和
元
年
度
美
術
表
現
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
岩
渕
怜
奈
さ
ん
が
個
展
を
開
催
す
る
な
ど
、学
外
に
も
活
躍
の
場

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
は
卒
業
制
作
や
卒
業
後
の
進
路
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

コ
ー
ス
制
に
分
か
れ
、高
度
な
専
門
的
技
能
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

大
学
生
活
も
折
り
返
し
地
点
で
す
。自
分
自
身
の
将
来
を
見
つ
め
て
、

今
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
次
後
期
に
入
り
、専
門
科
目
と
技
法
研
究
を
履
修
し
、卒
業
制

作
や
卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。一
部
の
学
生

は
就
職
活
動
の
た
め
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
制
作
に
取
り
組
み
始
め
て

い
ま
す
。

　
後
期
の
学
生
た
ち
の
活
躍
と
し
て
、佐
藤
菜
美
さ
ん
が
仙
台
市
食
育

推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で
優
秀
賞
を
受
賞
。栗
原
市
と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
サ
ン
キ
ュ
ー
ベ
リ
ー
マ
ッ
チ
展
」で
は
、菅

原
志
織
さ
ん
・
八
巻
楓
華
さ
ん
・
米
倉
幸
花
さ
ん
が
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

し
、広
報
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、佐
藤
菜
美
さ
ん
・
佐
藤
実
令
さ
ん
・

佐
藤
実
結
さ
ん
等
も
参
加
し
、小
学
生
に
向
け
た
絵
画
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
な
っ
た
大
学
祭
で
は
、学
生
た
ち
が
協
力
し
て
美
術
の
企
画

を
考
え
、映
像
制
作
な
ど
で
も
盛
り
上
げ
ま
し
た
。今
期
は
、通
常
で
あ

れ
ば
対
面
で
行
っ
て
い
る
授
業
や
課
題
を
遠
隔
や
郵
送
等
で
実
施
し
、

で
き
る
限
り
の
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
ク
ラ
ス
全
員
で
協

力
し
、健
康
に
四
年
次
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
四
年
生
後
期
の
半
年
間
は
、大
学
四
年
間
の
集
大
成
と
し
て
の
卒
業

研
究
（
制
作
）に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。卒
業
制
作
展
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
と
な
り
、苦
労

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
皆
が
安
心

し
た
と
思
い
ま
す
。何
事
も
な
く
順
調
に
進
む
こ
と
は
理
想
的
で
す

が
、今
年
の
よ
う
に
、卒
業
研
究
、就
職
活
動
、感
染
対
策
、展
示
期
間
中

に
発
生
し
た
地
震
へ
の
対
処
と
い
っ
た
、ど
れ
を
取
っ
て
も
大
変
な
こ

と
を
並
行
し
て
こ
な
し
た
経
験
は
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。気
づ
か
な

い
う
ち
に
、こ
れ
か
ら
を
生
き
る
力
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
四
月
か
ら
は
多
く
の
学
生
が
社
会
人
と
な
り
ま
す
。大
学
で
の
学
び

を
活
か
し
、一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
学
は
後
期
か
ら
対
面
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
が
、一
人
も
欠
け
る

こ
と
な
く
授
業
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。学
内
に
お
い

て
は
朝
と
昼
の
検
温
を
は
じ
め
、手
指
や
机
の
消
毒
な
ど
、で
き
得
る

限
り
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、学
生
た
ち
の
協
力

に
よ
り
、無
事
に
後
期
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
入
学
式
を
は
じ
め
多
く
の
学
内
行
事
が
中
止
と
な
り
、六

月
末
ま
で
の
授
業
は
遠
隔
に
な
る
な
ど
、大
変
つ
ら
い
日
々
を
強
い
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
も
ク
ラ
ス
の
皆
は
穏
や
か
に
、仲

良
く
、よ
く
ま
と
ま
っ
て
今
日
ま
で
進
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
に
は
、こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
学
生
た
ち
に
一
日
も
早
く

普
段
の
生
活
が
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
従
来
と
は
異
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
企
業
説
明
会
や
面
接
に
尻
込

み
す
る
こ
と
な
く
、食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
多
く
は
早
々
と
内
定

を
得
て
、就
職
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
後
期
は
校

外
実
習
や
栄
養
士
実
力
認
定
試
験
を
控
え
、よ
り
一
層
学
業
に
熱
心
に

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
例
年
六
月
か
ら
順
次
行
わ
れ
て
い
た
校
外
実
習
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、一
部
学
内
み
な
し
実
習
を
含

め
、十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。二
月
に
行
わ
れ
た
校
外
実
習
報
告
会
で
は
、二
年
生
た
ち
の
成

長
を
実
感
し
、非
常
に
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。短
大
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
、今
後
更
な
る
活
躍
を
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
専
攻
一
年
生
は
、後
期
に
入
っ
て
す
っ
か
り
学
校
に
も

慣
れ
た
様
子
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、コ
ロ
ナ
禍
で
大

学
祭
に
も
参
加
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、毎
年

大
学
祭
で
続
け
て
き
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
番
の
呼
び
物
で

あ
る
寸
劇「
三
島
レ
ン
ジ
ャ
ー
」を
台
本
か
ら
書
き
上
げ
て
演
じ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。皆
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
た
作
品
は
、素
晴
ら

し
い
仕
上
が
り
で
学
生
た
ち
も
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、二
月
二
日
か
ら
は
ま
す
み
幼
稚
園
で
初
め
て

の
実
習
も
行
わ
れ
、子
ど
も
と
直
接
関
わ
る
機
会
も
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。来
年
は
、い
よ
い
よ
本
実
習
で
す
。皆
で
手
を
取
り
、励
ま
し

合
い
な
が
ら
保
育
者
に
な
る
た
め
の
歩
を
進
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
保
育
所
実
習
Ⅱ
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
後
期
の
授
業
が
始
ま
り
、引
き

続
き
幼
稚
園
教
育
実
習
に
向
け
て
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。例

年
四
週
間
行
っ
て
い
た
実
習
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
三
週
間
と
短
く
な

り
ま
し
た
が
、学
生
に
と
っ
て
は
保
育
所
実
習
Ⅰ
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
不
安
が
あ
る
一
方
、幼
稚
園
の
現
場
も
ま
た
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
追

わ
れ
て
お
り
、通
常
の
実
習
と
は
違
う
た
く
さ
ん
の
苦
労
が
あ
り
ま
し

た
。直
前
に
な
っ
て
実
習
を
断
ら
れ
る
例
も
あ
り
、実
習
先
や
実
習
期

間
の
変
更
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
短
大
の
授
業
も
遠
隔
授
業
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、補
講
が
続
く
と
い

う
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
道
を
見
つ
け
、卒
業
の
日
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
環
境
の
中
で
学
習

に
取
り
組
み
乗
り
越
え
た
と
い
う
自
信
を
胸
に
、新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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例
年
通
り
で
は
な
い
こ
と
ば
か
り
の
令
和
二
年
度
で
し
た
が
、服
飾

文
化
専
攻
一
年
生
た
ち
は
、大
学
で
の
講
義
・
実
験
・
実
習
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。学
内
外
の
活
動
の
い
く
つ
か
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
る
な
ど
「
密
」を
避
け
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し

た
。十
二
月
五
日
に
は
、四
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
を
別
会
場
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
聴
講
し
ま
し
た
。服
飾
分
野
の
研
究
発
表
だ
け
で

な
く
、教
育
分
野
、食
物
・
栄
養
分
野
の
発
表
に
も
熱
心
に
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
聞
い
て
い
た
姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　
そ
ろ
そ
ろ
大
学
生
活
へ
の
慣
れ
か
ら
、体
調
管
理
や
生
活
習
慣
な
ど

に
ゆ
る
み
が
生
じ
や
す
い
時
期
に
入
り
ま
す
の
で
、し
っ
か
り
と
目
を

配
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
大
学
生
活
四
年
間
の
折
り
返
し
地
点
が
見
え
て
き
ま

し
た
。学
生
生
活
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
悪
影
響
が
出
た
こ
と
は
否

定
出
来
ま
せ
ん
が
、ま
ず
は
一
人
の
感
染
者
も
な
く
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
こ
と
を
良
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。特
に
、

例
年
九
月
に
実
施
す
る
研
修
旅
行
を
年
明
け
で
あ
る
今
年
二
月
に
延

期
し
ま
し
た
が
、こ
れ
も
再
延
期
す
る
し
か
な
く
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、今
後
の
対
応

に
つ
い
て
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
多
方
面
で
困
難
な
状
況
は
し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か

し
、世
の
中
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、今
年
は
特
に
大
学

卒
業
後
の
進
路
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、学
生
が
目
標
を
見
失
う
こ
と
な

く
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、今
後
も
一
層
の
努
力
を
す
る
覚
悟
で

す
。

　
三
年
生
の
後
期
は
感
染
防
止
に
最
大
限
取
り
組
み
な
が
ら
、主
に
対

面
授
業
（
一
部
、オ
ン
ラ
イ
ン
遠
隔
授
業
）で
学
び
ま
し
た
。一
番
、注

目
し
た
の
は
「
専
門
研
究
Ⅰ
」の
発
表
会
で
す
。こ
の
授
業
は
今
年
度

か
ら
通
年
の
履
修
に
な
り
ま
し
た
。発
表
後
、学
長
が
批
評
と
し
て
サ

イ
エ
ン
ス
の
必
要
性
を
力
説
し
ま
し
た
。学
生
も
教
員
も
そ
の
条
件
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
三
月
上
旬
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
三
越
の
エ
ル・

パ
ー
ク
仙
台
で
開
催
さ
れ
ま
す
。今
年
度
は
服
飾
文
化
専
攻
三
年
生

二
名
が
総
括
を
務
め
ま
す
。「
シ
ョ
ー
」で
は
な
く
「
展
示
」の
発
表
に
な

り
ま
す
が
、服
飾
文
化
専
攻
の
学
生
に
よ
る
質
の
高
い
作
品
を
披
露
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
就
活
が
本
格
化
し
ま
す
。学
生
に
は
、早
め
に
、多
く
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
心
が
け
る
よ
う
伝
え
ま
す
。ご
家
族
か
ら
も
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
一
月
頃
「
五
輪
効
果
」に
よ
り
、今
年
度
は
好
景
気
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
実
際
に
は
、こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
今
、

十
一
都
府
県
に
対
し
て
「
緊
急
事
態
宣
言
」が
再
発
出
さ
れ
、就
職
活

動
を
は
じ
め
、様
々
な
面
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

翻
弄
さ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
試
練
の
と
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、学
生
か
ら
進
路
決
定

の
吉
報
が
届
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
で
の
個
別
面
談
を
通

じ
て
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
「
将
来
の
夢
の
実
現
」を
支
え
て
い
く
所

存
で
す
。

　
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
、な
ら
び
に
皆

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
期
に
お
い
て
は
対
面
授
業
を
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
学
生
や
ご
家
族
様
の
真
摯
な
感
染
症
対
策
の

お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。さ
て
、対
面
授
業
に
も
慣
れ
た
一
年
生

で
す
が
、九
月
か
ら
は
専
門
教
科
の
学
び
も
ス
タ
ー
ト
し
、勉
強
に
四

苦
八
苦
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。他
方
、十
二

月
に
は
四
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会（
卒
論
発
表
会
）に
も
参
加
を
し
、

勉
強
だ
け
で
は
な
い
研
究
と
い
う
大
学
な
ら
で
は
の
部
分
に
魅
力
を

感
じ
て
く
れ
た
学
生
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。好
き
な
勉
強
は
頑
張
れ

る
も
の
。担
任
と
し
て
学
生
の
興
味
や
関
心
を
大
切
に
し
、管
理
栄
養

士
国
家
試
験
の
合
格
に
向
け
て
、彼
・
彼
女
ら
の
学
び
の
育
ち
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
後
期
は
講
義
に
加
え
て
実
習
等
が
多
く
な
り
、こ
れ
ま
で
以
上
学
業

に
励
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。先
輩
方
の
実
習
報
告
会
や
外
部
講
師
の

方
々
の
講
話
を
聴
講
す
る
こ
と
で
、管
理
栄
養
士
業
務
に
つ
い
て
の
理

解
が
深
ま
り
、今
後
の
臨
地
実
習
に
向
け
た
事
前
準
備
も
で
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。工
場
見
学
研
修
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、ク
ラ
ス
全
体
で

の
実
施
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、見
学
を
通
し
、そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か

り
と
学
べ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、初
の
大
量
調
理
実
習
に
挑
み
、試
行
錯

誤
し
な
が
ら
も
仲
間
と
協
力
し
あ
う
大
切
さ
や
達
成
感
を
学
ん
だ
と

思
い
ま
す
。体
調
面
に
も
気
を
付
け
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向

け
て
よ
り
一
層
前
進
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
三
年
生
は
、校
外
実
習
の
実
施
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、日
程
が
変
更
に
な
る
な
ど
、困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、実
習
先
の
担
当
者
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
で
、無
事
に
実
習
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。実
習
中
に
行
っ
た
栄
養
指
導
の
内
容

は
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、十
二
月
に
は
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
主
催
の
栄
養
士
実

力
認
定
試
験
を
受
験
し
ま
し
た
。三
年
間
の
学
習
の
成
果
が
結
果
に
出

て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
春
季
休
業
中
に
、こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
の
ま
と
め
を
十
分
に
行

い
、最
終
学
年
を
迎
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、春
の
教
育
実
習
は
秋
に
延

期
に
な
り
、就
職
活
動
や
病
院
・
施
設
で
の
実
習
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
不
測
の
事
態
を
経
験
し
ま
し
た
が
、各
自
何

と
か
乗
り
越
え
、就
職
率
も
例
年
並
み
の
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。十
二
月
初
旬
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
課
題
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し

た
。一
月
末
に
は
課
題
研
究
論
文
の
提
出
、二
月
末
に
は
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
が
あ
り
ま
す
。就
職
も
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
も
目
標
を

も
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
伝
え
て
お
り
ま
す
。四
年
間
の

集
大
成
に
向
け
て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
試
験
直
前
ま
で
励
ま
し
、応

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
年
生
は
四
、五
月
に
大
学
の
基
礎
と
な
る
べ
き
行
事
（
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
、東
京
研
修
旅
行
）

が
全
て
中
止
。六
月
か
ら
一
般
教
養
は
遠
隔
授
業
で
行
わ
れ
、実
技
授

業
が
対
面
授
業
で
開
始
。こ
の
中
で
や
っ
と
美
術
学
部
の
学
生
た
ち
が

も
の
を
つ
く
る
と
い
う
空
間
の
中
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
の
が
十
一

月
に
延
期
と
な
っ
た
大
学
祭
。大
幕
を
一
年
生
が
二
、三
年
生
の
指
導

に
よ
り
製
作
。ま
た
、十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
展
示
は
、二
年
生
を
中
心
に
一
年
生
が
参
加
。参
加
し
た

学
生
た
ち
は
、何
も
か
も
が
制
約
の
中
だ
っ
た
の
で
、顔
も
晴
れ
や
か

に
な
り
、私
た
ち
教
員
は
、学
生
た
ち
の
笑
顔
と
や
っ
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
後
期
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、制
作
活
動
に
制
限

の
多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、各
方
面
よ
り
朗
報
が
届
い
て
い
ま

す
。仙
台
市
「
食
育
推
進
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
公
募
）で
は
、遠
藤
は
る
か

さ
ん
が
最
優
秀
賞
、上
田
拓
人
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま

た
、令
和
元
年
度
美
術
表
現
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
岩
渕
怜
奈
さ
ん
が
個
展
を
開
催
す
る
な
ど
、学
外
に
も
活
躍
の
場

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
は
卒
業
制
作
や
卒
業
後
の
進
路
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

コ
ー
ス
制
に
分
か
れ
、高
度
な
専
門
的
技
能
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

大
学
生
活
も
折
り
返
し
地
点
で
す
。自
分
自
身
の
将
来
を
見
つ
め
て
、

今
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
次
後
期
に
入
り
、専
門
科
目
と
技
法
研
究
を
履
修
し
、卒
業
制

作
や
卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。一
部
の
学
生

は
就
職
活
動
の
た
め
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
制
作
に
取
り
組
み
始
め
て

い
ま
す
。

　
後
期
の
学
生
た
ち
の
活
躍
と
し
て
、佐
藤
菜
美
さ
ん
が
仙
台
市
食
育

推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で
優
秀
賞
を
受
賞
。栗
原
市
と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
サ
ン
キ
ュ
ー
ベ
リ
ー
マ
ッ
チ
展
」で
は
、菅

原
志
織
さ
ん
・
八
巻
楓
華
さ
ん
・
米
倉
幸
花
さ
ん
が
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

し
、広
報
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、佐
藤
菜
美
さ
ん
・
佐
藤
実
令
さ
ん
・

佐
藤
実
結
さ
ん
等
も
参
加
し
、小
学
生
に
向
け
た
絵
画
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
な
っ
た
大
学
祭
で
は
、学
生
た
ち
が
協
力
し
て
美
術
の
企
画

を
考
え
、映
像
制
作
な
ど
で
も
盛
り
上
げ
ま
し
た
。今
期
は
、通
常
で
あ

れ
ば
対
面
で
行
っ
て
い
る
授
業
や
課
題
を
遠
隔
や
郵
送
等
で
実
施
し
、

で
き
る
限
り
の
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
ク
ラ
ス
全
員
で
協

力
し
、健
康
に
四
年
次
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
四
年
生
後
期
の
半
年
間
は
、大
学
四
年
間
の
集
大
成
と
し
て
の
卒
業

研
究
（
制
作
）に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。卒
業
制
作
展
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
と
な
り
、苦
労

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
皆
が
安
心

し
た
と
思
い
ま
す
。何
事
も
な
く
順
調
に
進
む
こ
と
は
理
想
的
で
す

が
、今
年
の
よ
う
に
、卒
業
研
究
、就
職
活
動
、感
染
対
策
、展
示
期
間
中

に
発
生
し
た
地
震
へ
の
対
処
と
い
っ
た
、ど
れ
を
取
っ
て
も
大
変
な
こ

と
を
並
行
し
て
こ
な
し
た
経
験
は
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。気
づ
か
な

い
う
ち
に
、こ
れ
か
ら
を
生
き
る
力
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
四
月
か
ら
は
多
く
の
学
生
が
社
会
人
と
な
り
ま
す
。大
学
で
の
学
び

を
活
か
し
、一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
学
は
後
期
か
ら
対
面
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
が
、一
人
も
欠
け
る

こ
と
な
く
授
業
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。学
内
に
お
い

て
は
朝
と
昼
の
検
温
を
は
じ
め
、手
指
や
机
の
消
毒
な
ど
、で
き
得
る

限
り
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、学
生
た
ち
の
協
力

に
よ
り
、無
事
に
後
期
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
入
学
式
を
は
じ
め
多
く
の
学
内
行
事
が
中
止
と
な
り
、六

月
末
ま
で
の
授
業
は
遠
隔
に
な
る
な
ど
、大
変
つ
ら
い
日
々
を
強
い
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
も
ク
ラ
ス
の
皆
は
穏
や
か
に
、仲

良
く
、よ
く
ま
と
ま
っ
て
今
日
ま
で
進
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
に
は
、こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
学
生
た
ち
に
一
日
も
早
く

普
段
の
生
活
が
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
従
来
と
は
異
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
企
業
説
明
会
や
面
接
に
尻
込

み
す
る
こ
と
な
く
、食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
多
く
は
早
々
と
内
定

を
得
て
、就
職
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
後
期
は
校

外
実
習
や
栄
養
士
実
力
認
定
試
験
を
控
え
、よ
り
一
層
学
業
に
熱
心
に

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
例
年
六
月
か
ら
順
次
行
わ
れ
て
い
た
校
外
実
習
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、一
部
学
内
み
な
し
実
習
を
含

め
、十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。二
月
に
行
わ
れ
た
校
外
実
習
報
告
会
で
は
、二
年
生
た
ち
の
成

長
を
実
感
し
、非
常
に
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。短
大
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
、今
後
更
な
る
活
躍
を
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
専
攻
一
年
生
は
、後
期
に
入
っ
て
す
っ
か
り
学
校
に
も

慣
れ
た
様
子
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、コ
ロ
ナ
禍
で
大

学
祭
に
も
参
加
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、毎
年

大
学
祭
で
続
け
て
き
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
番
の
呼
び
物
で

あ
る
寸
劇「
三
島
レ
ン
ジ
ャ
ー
」を
台
本
か
ら
書
き
上
げ
て
演
じ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。皆
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
た
作
品
は
、素
晴
ら

し
い
仕
上
が
り
で
学
生
た
ち
も
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、二
月
二
日
か
ら
は
ま
す
み
幼
稚
園
で
初
め
て

の
実
習
も
行
わ
れ
、子
ど
も
と
直
接
関
わ
る
機
会
も
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。来
年
は
、い
よ
い
よ
本
実
習
で
す
。皆
で
手
を
取
り
、励
ま
し

合
い
な
が
ら
保
育
者
に
な
る
た
め
の
歩
を
進
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
保
育
所
実
習
Ⅱ
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
後
期
の
授
業
が
始
ま
り
、引
き

続
き
幼
稚
園
教
育
実
習
に
向
け
て
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。例

年
四
週
間
行
っ
て
い
た
実
習
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
三
週
間
と
短
く
な

り
ま
し
た
が
、学
生
に
と
っ
て
は
保
育
所
実
習
Ⅰ
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
不
安
が
あ
る
一
方
、幼
稚
園
の
現
場
も
ま
た
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
追

わ
れ
て
お
り
、通
常
の
実
習
と
は
違
う
た
く
さ
ん
の
苦
労
が
あ
り
ま
し

た
。直
前
に
な
っ
て
実
習
を
断
ら
れ
る
例
も
あ
り
、実
習
先
や
実
習
期

間
の
変
更
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
短
大
の
授
業
も
遠
隔
授
業
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、補
講
が
続
く
と
い

う
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
道
を
見
つ
け
、卒
業
の
日
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
環
境
の
中
で
学
習

に
取
り
組
み
乗
り
越
え
た
と
い
う
自
信
を
胸
に
、新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
二
年
十
月
二
十
八
日
、本
学
の
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
創
立

百
二
十
周
年
記
念
の
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。講
師
に
前

宮
城
県
美
術
館
館
長
、そ
し
て
本
学
理
事
で
あ
る
有
川
幾
夫
氏
を

お
迎
え
し
て「
三
島
学
園
と
み
や
ぎ
の
美
術
家
」と
題
し
た
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。美
術
学
部
が
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
の
時
期

に
相
応
し
い
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
美
術
学
部
の
前
身「
生
活
美
術
学
科
」の
開
設
期
に
関
わ
り

の
あ
っ
た
美
術
家
や
教
職
員
に
つ
い
て
、記
録
を
調
べ
、ま
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。創
設
当
時
の
功
労
者
の

ひ
と
り
日
本
画
の
荘
司
福
先
生
を
は
じ
め
、学
科
創
設
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
で
あ
る
工
芸
家・デ
ザ
イ
ナ
ー
の
安
倍
郁
二
先
生
、西
洋
美
術
史
の

森
口
多
里
先
生
、絵
画
の
橋
本
八
百
二
先
生
、幻
想
主
義
的
抽
象
作

家
の
宮
城
輝
夫
先
生
、彫
刻
の
翁
朝
盛
先
生
、美
学
の
六
波
羅
久
男

先
生
、洋
画
家
の
吉
見
庄
助
先
生
、女
流
作
家
の
深
沢
紅
子
先
生
、

現
代
美
術
家
の
村
上
善
男
先
生
な
ど
の
多
様
な
顔
ぶ
れ
等
、そ
の
当

時
の
ユ
ニ
ー
ク
な
学
科
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が
い
知
れ
る
内
容
で
し
た
。

　
こ
の
講
演
が
三
島
学
園
創
立
百
二
十
周
年
記
念
特
別
講
演
会
と

し
て
本
学
園
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
仙
台
市
内
の
様
々
な
団
体
が
一
体
的
に
食
育
を
推
進
し
、市
民

に
広
く
食
育
を
周
知
し
て
い
く
た
め
の
共
通
の
ツ
ー
ル
と
す
る「
食

育
推
進
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
に
て
、本
学
美
術
学
部
か
ら
以
下
の

三
名
が
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。三
名
の
う
ち
、最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
遠
藤
は
る
か
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
、仙
台
市「
食
育
推
進
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞
　
二
年
　
遠
藤
は
る
か

　【
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
】

　
食
事
は
お
腹
を
満
た
す
だ
け

で
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
心
を
満
た
す
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。そ
の
心
と
お
腹
が
満

た
さ
れ
た
瞬
間
を「
食
べ
物
を
頬

張
る
笑
顔
」で
表
現
し
、食
事
の

楽
し
さ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
ま

し
た
。仙
台
ら
し
さ
の
象
徴
と
し

て
、仙
台
の
食
文
化
と
関
わ
り
の

あ
る
食
通
だ
っ
た
と
い
う「
伊
達

政
宗
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、推
進
活
動
が
広
ま
る
こ
と

で
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
わ
れ
る
機
会

が
増
え
て「
笑
顔
が
増
え
て
い

く
」
と
い
う
意
味
も
込
め
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
課
外
活
動
を
担
う「
学
友
会
」活
動
も
新
た
な
感

染
症
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。新
体
制
発
足
は
九
月
と

な
り
、毎
年
恒
例
の
新
入
生
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
、あ

ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、大
学
祭
だ
け
は
何
と
し
て

も
実
現
し
た
い
と
い
う
学
生
た
ち
の
強
い
熱
意
が
あ
り
、去
る
十
一

月
二
十
二
日
、学
園
史
上
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
祭
が「
繋
和（
け

い
な
ぎ
）」（
大
学
と
地
域
、新
入
生
と
在
学
生
を
つ
な
げ
る
人
の

和
の
意
味
）を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
信
動
画
の
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
各
サ
ー
ク
ル
、各
学
科
・
専
攻

の
学
生
た
ち
が
独
自
に
作
成
し
た
特
色
あ
ふ
れ
る
企
画
と
な
り
、

ま
た
当
日
の
生
配
信
の
背
景
と
な
っ
た
大
幕
も
圧
巻
で
、ま
さ
に

「
芸
術
は
爆
発
だ
！（
古
い
で
す
ね…

）」の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
の
も

の
で
し
た
。学
業
面
も
変
則
的
か
つ
両
立
が
難
し
く
厳
し
い
環
境

の
中
、仲
間
と
短
期
間
で
作
り
上
げ
た
集
中
力
は
見
事
な
も
の

で
し
た
。
当
日
の
様
子
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
T
S
B 

F
E
S 

2
0
2
0
」バ
ナ
ー
か
ら
、Y
o
u 

T
u
b
e
ア
ー
カ
イ
ブ

と
し
て
閲
覧
が
可
能
で
す
。是
非
と
も
ご
覧
い
た
だ
き
、学
生
さ

ん
た
ち
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
二
十
一日
、仙
台
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、本
学
を
含
む
十

四
の
事
業
協
働
機
関
に
よ
る
産
官
学
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
折
で
は
あ
る
も
の
の
、関
係
機
関
よ
り
対
面
方
式
の

協
定
締
結
式
開
催
に
つ
い
て
多
数
の
賛
成
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
受
け
、代
表
者
が一
堂
に
会
し
て
の
協
定
締
結
式
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
協
定
締
結
に
あ
た
り
遠
藤
信
哉
宮
城
県
副
知
事
は

「
本
協
定
で
は
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事

業
に
引
き
続
き
、新
卒
者
の
県
内
就
職
率
向
上
や
雇
用
創
出
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、富
県
躍
進
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
て
県
と
し
て
も
大
い
に
期
待
し
、皆
様
と
連
携・協
力
を
一
層

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」と
語
ら
れ
、郡
和
子
仙
台

市
長
は「
仙
台
市
で
は
、こ
れ
ま
で
五
年
間
に
百
三
十
四
人
の
学
生

記
者
さ
ん
に
地
元
企
業
百
六
十
社
の
取
材
を
し
て
い
た
だ
く
Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
他
、地
元
就
職
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
な
ど
、地
元
企
業
の
魅
力
発
信
と
学
生
と
企
業
が
交
流

す
る
機
会
の
創
出
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
協
定
締
結
を
契
機

に
若
者
が
こ
の
地
に
定
着
す
る
、あ
る
い
は
こ
の
地
を
選
ぶ
環
境
整

備
に
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」と
、産
官

学
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
、地
方
創
生
の
可
能
性
へ
期
待
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
協
定
締
結
に
よ
り
、今
後
は
事
業
協
働
機
関
が
手
を
取
り
合

い
、話
し
合
い
、創
意
工
夫
し
な
が
ら
地
域
社
会
が
発
展
す
る
取
り

組
み
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

一． 協
定
締
結
の
経
緯

　
文
部
科
学
省
管
轄
に
よ
り
地
域
再
生・活
性
化
の
拠
点
と
な
る

大
学
形
成
を
目
指
し
、二
〇
一三
年
か
ら「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」が
開
始
さ
れ
、二
〇
一五
年
か
ら
は
、「
地（
知
）の
拠

点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」に
お
い
て
、「
産

官
学
連
携
に
よ
る
地
域
志
向
人
材
育
成
」が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。二

〇
一五
年
度
東
北
学
院
大
学
を
事
業
協
働
機
関
と
し
て
申
請
し
、

「
み
や
ぎ・
せ
ん
だ
い
協
働
教
育
基
盤
に
よ
る
地
域
高
度
人
材
の
育

成
」事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。二
〇
一
九
年
度
を
も
っ
て
五
年
間
の

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋

事
業
を
承
継
す
る
形
に
て
、こ
の
度
、産
官
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
、協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

■ 

二
． 連
携
協
力
に
つ
い
て

　
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
か
ら
の
継
続
と
し
て
、

①
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
、②
キ
ャ
リ
ア
支
援
、③
地
元
定
着
推

進
を
主
な
事
業
と
す
る
他
、宮
城
県
内
に
お
け
る
産
官
学
全
体
の

興
隆
に
寄
与
す
る
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
協
働
で
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
連
携
い
た
し
ま
す
。

■ 

三
． 事
業
協
働
機
関

【
自
治
体
】宮
城
県
、仙
台
市

【
高
等
教
育
機
関
】東
北
学
院

大
学（
事
務
局
）、尚
絅
学
院
大

学
、聖
和
学
園
短
期
大
学
、仙
台

大
学
、仙
台
白
百
合
女
子
大
学
、

東
北
生
活
文
化
大
学
、東
北
生

活
文
化
大
学
短
期
大
学
部
、宮

城
学
院
女
子
大
学
、仙
台
高
等

専
門
学
校

【
企
業
等
】株
式
会
社
七
十
七
銀

行
、株
式
会
社
仙
台
銀
行
、仙
台

商
工
会
議
所

　
平
成
二
十
八
年
県
民
健
康・栄
養
調
査
結
果
に
よ
る
と
、宮
城

県
の
二
十
〜
四
十
歳
代
で
は
、目
標
の一日
三
五
〇ｇ
に
対
し
野
菜

が
約
一
〇
〇ｇ
不
足
し
て
い
ま
す
。ま
た
、予
備
群
も
含
め
、メ
タ
ボ
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
三
位
。高

血
圧
の
受
療
率
も
高
く
、

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
食

塩
摂
取
量
の
多
さ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受

け
、県
で
は
、県
民
の
健
康

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に「
野
菜
！ 

あ
と

一
〇
〇ｇ
」「
減
塩
！
あ
と
三ｇ
」を
目
指
す
、「
ベ
ジ
プ
ラ
ス一
〇
〇
＆

塩ｅｃｏ
」推
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
か
ら
は
健
康
栄
養
学
専
攻
食
物
学
研
究
室
が
協
力
し
、ベ

ジ
プ
ラ
ス
メ
ニ
ュ
ー「
み
な
さ
ん
に
食
べ
て
ほ
し
い
！
み
や
ぎ
の
海
の
幸・

山
の
幸
弁
当
」を
考
案
、株
式
会
社
ウ
ジ
エ
デ
リ
カ
よ
り
商
品
化
が

決
定
し
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー
は
、鮭
と
き
の
こ
ガ
ー
リ
ッ
ク
焼
き（
タ
ー
メ

リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
）、ご
ろ
ご
ろ
野
菜
と
豚
肉
長
芋
巻
の
黒
酢
あ
ん
、生
姜

香
る
小
松
菜
と
大
根
の
お
浸
し
、じ
ゃ
が
い
も
の
チ
ー
ズ
焼
き
で
す
。

三
月
二
十
八
日
ま
で
県
内
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
等
に
お
い
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
二
月
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
第

五
十
三
回
生
活
美
術
学
科
卒
業
制
作
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。初

め
て
挑
戦
す
る
技
法
や
表
現
方
法
が
あ
っ
た
り
、こ
れ
ま
で
で一
番
大

き
な
材
料
や
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
き
合
っ
た
り

と
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
試
行
錯
誤
し
て
作

品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。今
年
度
の
四
年

生
は
在
籍
数
が
少
な
い
た
め
、会
場
で
の

空
間
構
成
が
少
し
心
配
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、搬
入
・
設
置
の
日
は
学
生
同
士
が

協
力
し
合
い
、と
て
も
良
い
バ
ラ
ン
ス
の
展

示
空
間
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。照
明
の

当
て
方
に
も
工
夫
が
見
ら
れ
、作
品
を
観

て
も
ら
う
こ
と
に
意
識
を
向
け
て
い
る
姿

に
は
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、開
催
時
間
の
短
縮
や
感
染
対
策

な
ど
、例
年
の
卒
業
制
作
展
に
は
な
い
準

備
が
必
要
と
な
り
、一
人
ひ
と
り
の
仕
事

量
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
た
、開
催

期
間
中
の
十
三
日
の
夜
に
は
大
き
な
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、翌
日
の
開
催
時

間
前
に
集
ま
り
、協
力
し
て
会
場
の
復
旧

に
努
め
ま
し
た
。こ
の
苦
し
い
状
況
を
乗

り
切
っ
た
こ
と
は
、今
後
社
会
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
る
際
の
大
き
な
自
信
と
な

る
で
し
ょ
う
。
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三
島
学
園
創
立
百
二
十
周
年
記
念
特
別
講
演
会

「
三
島
学
園
と
み
や
ぎ
の
美
術
家
」

第
五
十
三
回
生
活
美
術
学
科
卒
業
制
作
展

「
宮
城
県
、仙
台
市
、宮
城
県
内
９
大
学
等
、七
十
七
銀
行
、

仙
台
銀
行
及
び
仙
台
商
工
会
議
所
の 

連
携・協
力
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た

仙
台
市「
食
育
推
進
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
採
用
決
定

み
や
ぎ
ベ
ジ
プ
ラ
ス
メ
ニ
ュ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
祭 「
繋
和（
け
い
な
ぎ
）」

■
優
秀
賞
　
三
年
　
佐
藤
菜
美

■
優
秀
賞
　
二
年
　
上
田
拓
人
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令
和
二
年
十
月
二
十
八
日
、本
学
の
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
創
立

百
二
十
周
年
記
念
の
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。講
師
に
前

宮
城
県
美
術
館
館
長
、そ
し
て
本
学
理
事
で
あ
る
有
川
幾
夫
氏
を

お
迎
え
し
て「
三
島
学
園
と
み
や
ぎ
の
美
術
家
」と
題
し
た
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。美
術
学
部
が
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
の
時
期

に
相
応
し
い
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
美
術
学
部
の
前
身「
生
活
美
術
学
科
」の
開
設
期
に
関
わ
り

の
あ
っ
た
美
術
家
や
教
職
員
に
つ
い
て
、記
録
を
調
べ
、ま
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。創
設
当
時
の
功
労
者
の

ひ
と
り
日
本
画
の
荘
司
福
先
生
を
は
じ
め
、学
科
創
設
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
で
あ
る
工
芸
家・デ
ザ
イ
ナ
ー
の
安
倍
郁
二
先
生
、西
洋
美
術
史
の

森
口
多
里
先
生
、絵
画
の
橋
本
八
百
二
先
生
、幻
想
主
義
的
抽
象
作

家
の
宮
城
輝
夫
先
生
、彫
刻
の
翁
朝
盛
先
生
、美
学
の
六
波
羅
久
男

先
生
、洋
画
家
の
吉
見
庄
助
先
生
、女
流
作
家
の
深
沢
紅
子
先
生
、

現
代
美
術
家
の
村
上
善
男
先
生
な
ど
の
多
様
な
顔
ぶ
れ
等
、そ
の
当

時
の
ユ
ニ
ー
ク
な
学
科
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が
い
知
れ
る
内
容
で
し
た
。

　
こ
の
講
演
が
三
島
学
園
創
立
百
二
十
周
年
記
念
特
別
講
演
会
と

し
て
本
学
園
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
仙
台
市
内
の
様
々
な
団
体
が
一
体
的
に
食
育
を
推
進
し
、市
民

に
広
く
食
育
を
周
知
し
て
い
く
た
め
の
共
通
の
ツ
ー
ル
と
す
る「
食

育
推
進
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
に
て
、本
学
美
術
学
部
か
ら
以
下
の

三
名
が
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。三
名
の
う
ち
、最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
遠
藤
は
る
か
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
、仙
台
市「
食
育
推
進
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞
　
二
年
　
遠
藤
は
る
か

　【
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
】

　
食
事
は
お
腹
を
満
た
す
だ
け

で
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
心
を
満
た
す
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。そ
の
心
と
お
腹
が
満

た
さ
れ
た
瞬
間
を「
食
べ
物
を
頬

張
る
笑
顔
」で
表
現
し
、食
事
の

楽
し
さ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
ま

し
た
。仙
台
ら
し
さ
の
象
徴
と
し

て
、仙
台
の
食
文
化
と
関
わ
り
の

あ
る
食
通
だ
っ
た
と
い
う「
伊
達

政
宗
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、推
進
活
動
が
広
ま
る
こ
と

で
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
わ
れ
る
機
会

が
増
え
て「
笑
顔
が
増
え
て
い

く
」
と
い
う
意
味
も
込
め
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
課
外
活
動
を
担
う「
学
友
会
」活
動
も
新
た
な
感

染
症
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。新
体
制
発
足
は
九
月
と

な
り
、毎
年
恒
例
の
新
入
生
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
、あ

ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、大
学
祭
だ
け
は
何
と
し
て

も
実
現
し
た
い
と
い
う
学
生
た
ち
の
強
い
熱
意
が
あ
り
、去
る
十
一

月
二
十
二
日
、学
園
史
上
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
祭
が「
繋
和（
け

い
な
ぎ
）」（
大
学
と
地
域
、新
入
生
と
在
学
生
を
つ
な
げ
る
人
の

和
の
意
味
）を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
信
動
画
の
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
各
サ
ー
ク
ル
、各
学
科
・
専
攻

の
学
生
た
ち
が
独
自
に
作
成
し
た
特
色
あ
ふ
れ
る
企
画
と
な
り
、

ま
た
当
日
の
生
配
信
の
背
景
と
な
っ
た
大
幕
も
圧
巻
で
、ま
さ
に

「
芸
術
は
爆
発
だ
！（
古
い
で
す
ね…

）」の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
の
も

の
で
し
た
。学
業
面
も
変
則
的
か
つ
両
立
が
難
し
く
厳
し
い
環
境

の
中
、仲
間
と
短
期
間
で
作
り
上
げ
た
集
中
力
は
見
事
な
も
の

で
し
た
。
当
日
の
様
子
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
T
S
B 

F
E
S 

2
0
2
0
」バ
ナ
ー
か
ら
、Y
o
u 

T
u
b
e
ア
ー
カ
イ
ブ

と
し
て
閲
覧
が
可
能
で
す
。是
非
と
も
ご
覧
い
た
だ
き
、学
生
さ

ん
た
ち
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
二
十
一日
、仙
台
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、本
学
を
含
む
十

四
の
事
業
協
働
機
関
に
よ
る
産
官
学
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
折
で
は
あ
る
も
の
の
、関
係
機
関
よ
り
対
面
方
式
の

協
定
締
結
式
開
催
に
つ
い
て
多
数
の
賛
成
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
受
け
、代
表
者
が一
堂
に
会
し
て
の
協
定
締
結
式
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
協
定
締
結
に
あ
た
り
遠
藤
信
哉
宮
城
県
副
知
事
は

「
本
協
定
で
は
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事

業
に
引
き
続
き
、新
卒
者
の
県
内
就
職
率
向
上
や
雇
用
創
出
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、富
県
躍
進
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
て
県
と
し
て
も
大
い
に
期
待
し
、皆
様
と
連
携・協
力
を
一
層

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」と
語
ら
れ
、郡
和
子
仙
台

市
長
は「
仙
台
市
で
は
、こ
れ
ま
で
五
年
間
に
百
三
十
四
人
の
学
生

記
者
さ
ん
に
地
元
企
業
百
六
十
社
の
取
材
を
し
て
い
た
だ
く
Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
他
、地
元
就
職
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
な
ど
、地
元
企
業
の
魅
力
発
信
と
学
生
と
企
業
が
交
流

す
る
機
会
の
創
出
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
協
定
締
結
を
契
機

に
若
者
が
こ
の
地
に
定
着
す
る
、あ
る
い
は
こ
の
地
を
選
ぶ
環
境
整

備
に
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」と
、産
官

学
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
、地
方
創
生
の
可
能
性
へ
期
待
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
協
定
締
結
に
よ
り
、今
後
は
事
業
協
働
機
関
が
手
を
取
り
合

い
、話
し
合
い
、創
意
工
夫
し
な
が
ら
地
域
社
会
が
発
展
す
る
取
り

組
み
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

一． 協
定
締
結
の
経
緯

　
文
部
科
学
省
管
轄
に
よ
り
地
域
再
生・活
性
化
の
拠
点
と
な
る

大
学
形
成
を
目
指
し
、二
〇
一三
年
か
ら「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」が
開
始
さ
れ
、二
〇
一五
年
か
ら
は
、「
地（
知
）の
拠

点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」に
お
い
て
、「
産

官
学
連
携
に
よ
る
地
域
志
向
人
材
育
成
」が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。二

〇
一五
年
度
東
北
学
院
大
学
を
事
業
協
働
機
関
と
し
て
申
請
し
、

「
み
や
ぎ・
せ
ん
だ
い
協
働
教
育
基
盤
に
よ
る
地
域
高
度
人
材
の
育

成
」事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。二
〇
一
九
年
度
を
も
っ
て
五
年
間
の

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋

事
業
を
承
継
す
る
形
に
て
、こ
の
度
、産
官
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
、協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

■ 

二
． 連
携
協
力
に
つ
い
て

　
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
か
ら
の
継
続
と
し
て
、

①
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
、②
キ
ャ
リ
ア
支
援
、③
地
元
定
着
推

進
を
主
な
事
業
と
す
る
他
、宮
城
県
内
に
お
け
る
産
官
学
全
体
の

興
隆
に
寄
与
す
る
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
協
働
で
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
連
携
い
た
し
ま
す
。

■ 

三
． 事
業
協
働
機
関

【
自
治
体
】宮
城
県
、仙
台
市

【
高
等
教
育
機
関
】東
北
学
院

大
学（
事
務
局
）、尚
絅
学
院
大

学
、聖
和
学
園
短
期
大
学
、仙
台

大
学
、仙
台
白
百
合
女
子
大
学
、

東
北
生
活
文
化
大
学
、東
北
生

活
文
化
大
学
短
期
大
学
部
、宮

城
学
院
女
子
大
学
、仙
台
高
等

専
門
学
校

【
企
業
等
】株
式
会
社
七
十
七
銀

行
、株
式
会
社
仙
台
銀
行
、仙
台

商
工
会
議
所

　
平
成
二
十
八
年
県
民
健
康・栄
養
調
査
結
果
に
よ
る
と
、宮
城

県
の
二
十
〜
四
十
歳
代
で
は
、目
標
の一日
三
五
〇ｇ
に
対
し
野
菜

が
約
一
〇
〇ｇ
不
足
し
て
い
ま
す
。ま
た
、予
備
群
も
含
め
、メ
タ
ボ
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
三
位
。高

血
圧
の
受
療
率
も
高
く
、

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
食

塩
摂
取
量
の
多
さ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受

け
、県
で
は
、県
民
の
健
康

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に「
野
菜
！ 

あ
と

一
〇
〇ｇ
」「
減
塩
！
あ
と
三ｇ
」を
目
指
す
、「
ベ
ジ
プ
ラ
ス一
〇
〇
＆

塩ｅｃｏ
」推
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
か
ら
は
健
康
栄
養
学
専
攻
食
物
学
研
究
室
が
協
力
し
、ベ

ジ
プ
ラ
ス
メ
ニ
ュ
ー「
み
な
さ
ん
に
食
べ
て
ほ
し
い
！
み
や
ぎ
の
海
の
幸・

山
の
幸
弁
当
」を
考
案
、株
式
会
社
ウ
ジ
エ
デ
リ
カ
よ
り
商
品
化
が

決
定
し
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー
は
、鮭
と
き
の
こ
ガ
ー
リ
ッ
ク
焼
き（
タ
ー
メ

リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
）、ご
ろ
ご
ろ
野
菜
と
豚
肉
長
芋
巻
の
黒
酢
あ
ん
、生
姜

香
る
小
松
菜
と
大
根
の
お
浸
し
、じ
ゃ
が
い
も
の
チ
ー
ズ
焼
き
で
す
。

三
月
二
十
八
日
ま
で
県
内
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
等
に
お
い
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
二
月
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
第

五
十
三
回
生
活
美
術
学
科
卒
業
制
作
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。初

め
て
挑
戦
す
る
技
法
や
表
現
方
法
が
あ
っ
た
り
、こ
れ
ま
で
で一
番
大

き
な
材
料
や
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
き
合
っ
た
り

と
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
試
行
錯
誤
し
て
作

品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。今
年
度
の
四
年

生
は
在
籍
数
が
少
な
い
た
め
、会
場
で
の

空
間
構
成
が
少
し
心
配
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、搬
入
・
設
置
の
日
は
学
生
同
士
が

協
力
し
合
い
、と
て
も
良
い
バ
ラ
ン
ス
の
展

示
空
間
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。照
明
の

当
て
方
に
も
工
夫
が
見
ら
れ
、作
品
を
観

て
も
ら
う
こ
と
に
意
識
を
向
け
て
い
る
姿

に
は
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、開
催
時
間
の
短
縮
や
感
染
対
策

な
ど
、例
年
の
卒
業
制
作
展
に
は
な
い
準

備
が
必
要
と
な
り
、一
人
ひ
と
り
の
仕
事

量
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
た
、開
催

期
間
中
の
十
三
日
の
夜
に
は
大
き
な
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、翌
日
の
開
催
時

間
前
に
集
ま
り
、協
力
し
て
会
場
の
復
旧

に
努
め
ま
し
た
。こ
の
苦
し
い
状
況
を
乗

り
切
っ
た
こ
と
は
、今
後
社
会
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
る
際
の
大
き
な
自
信
と
な

る
で
し
ょ
う
。
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三
島
学
園
創
立
百
二
十
周
年
記
念
特
別
講
演
会

「
三
島
学
園
と
み
や
ぎ
の
美
術
家
」

第
五
十
三
回
生
活
美
術
学
科
卒
業
制
作
展

「
宮
城
県
、仙
台
市
、宮
城
県
内
９
大
学
等
、七
十
七
銀
行
、

仙
台
銀
行
及
び
仙
台
商
工
会
議
所
の 

連
携・協
力
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た

仙
台
市「
食
育
推
進
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
採
用
決
定

み
や
ぎ
ベ
ジ
プ
ラ
ス
メ
ニ
ュ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
祭 「
繋
和（
け
い
な
ぎ
）」

■
優
秀
賞
　
三
年
　
佐
藤
菜
美

■
優
秀
賞
　
二
年
　
上
田
拓
人



就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

12月5日、今回は、新型コロナウイルス感染拡大防
止に配慮し、6号館3階大講義室において実施。密
にならぬよう、別講義室において、発表風景を後輩た
ちに配信しました。

給食管理実習
10月21日、健康栄養学専攻2年生の「給食管理実
習」を実施。対象を65歳以上の男女とし、高齢者施
設給食の献立を提供しました。

室
長
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
の
入
学
式

で
し
た
。本
学
で
は
、学
生
課
が
入
学
式
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。令
和
二

年
度
入
学
式
は
、従
来
の
入
学
式
と
は
異
な
る
、様
々

な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
対
策
を
要
す
る
緊
張
感
を
伴
う

も
の
と
な
り
ま
し
た
。感
染
拡
大
防
止
へ
の
配
慮
を
最

優
先
す
る
こ
と
と
し
、保
護
者
様
に
御
臨
席
を
ご
遠
慮

い
た
だ
く
こ
と
、大
学
と
短
大
の
式
典
を
時
間
差
で
分

け
る
こ
と
、席
と
席
の
間
隔
を
確
保
す
る
こ
と
、式
典

前
の
環
境
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と
等
、そ
れ
ら
全
て
の

準
備
を
、事
務
職
員
の
方
々
と
学
生
支
援
委
員
会
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、よ
う
や
く
終
え
よ
う
と
し
た
、ま
さ

に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
緊
急
事
態
宣
言
発
令
の
知
ら

せ
を
聞
き
ま
し
た
。結
局
、裏
方
の
責
任
者
と
な
っ
て

初
め
て
の
入
学
式
は
挙
行
さ
れ
ず
、準
備
に
あ
た
り
、

何
一
つ
的
確
な
判
断
を
下
せ
な
か
っ
た
自
身
の
無
能

さ
の
み
を
知
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、自
身
の
無
能
さ
だ
け
で
は
な
く
、驚
く
べ

き
無
知
に
も
直
面
し
ま
し
た
。担
任
と
し
て
十
二
年
間

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験
か
ら
、あ
る
程
度
は
理

解
し
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
た
学
生
支
援
の
本
質

に
つ
い
て
さ
え
全
く
理
解
が
足
り
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。特
に
奨
学
金
に
関
す
る
無
知
に
つ
い
て
は
、弁

解
の
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、後
援
会
役
員
と
し

て
本
学
を
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
方
々
の
存

在
と
皆
様
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
認
識
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、学

友
会
活
動
に
つ
い
て
は
、学
生
支
援
室
長
と
し
て
の
関

わ
り
方
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。十
二
年
間
、東
北
生
活
文
化
大
学
の
一
員
と
し

て
、多
く
を
感
じ
、学
び
、少
し
は
成
長
で
き
た
の
で

は
、と
い
う
主
観
的
な
自
己
評
価
へ
の
懐
疑
心
が
膨
ら

み
続
け
た
一
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
も
時
折
、一
年
前
の
学
長
室
で
の
こ
と
を
思
い
ま

す
。重
い
責
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
あ
の
出
来
事
に

は
、も
う
一
人
の
重
要
人
物
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。そ

の
方
が
、こ
の
勇
気
あ
る
人
事
を
提
言
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。私
が「
は
い
」と
お
答
え
し
た
時
、同
じ

カ
ウ
チ
の
左
側
に
お
掛
け
に
な
っ
た
副
学
長
が
、笑
み

を
浮
か
べ
な
が
ら
、語
ら
れ
た
一
言
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
立
場
が
人
を
つ
く
る
か
ら
」と
仰
い
ま
し
た
。
　

　

You can't teach an old dog new
 tricks. 

と
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、今
の
こ
の
無
能
、無
知
の
私
が
、コ
ロ

ナ
禍
、新
し
い
立
場
で
何
を
学
習
し
、ど
の
よ
う
に
し

て
お
役
に
立
て
る
の
か
、そ
れ
を
試
行
す
る
お
時
間
を

も
う
少
々
お
与
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
、こ
の
機
会
を
お

借
り
し
て
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学生支援室長   瀬戸典彦
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部

広報
コロナ禍の
新米の室長の私

T O H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  

U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E第18号
令和2年度 後期

今年度、当初夏に講座を予定していましたが、コロナ
禍であり、リスク回避で動画配信することとなりました。
現在、本学HP服飾文化専攻ブログで公開中です。

11月1日、美術表現学科の学生たちが、栗原市栗駒の旧みちのく風土館において、「サンキューベリーマッチ展」マッチ箱アートワークショップを開催しました。

PHOTO ALBUM
（令和2年度 後期）

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。
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　新型コロナウイルス感染は一向に衰える気配を見せていない中、2022年卒の学生の就職活動が3月1日より本格的にス
タートします。初めて社会に旅立とうとする学生にとって就職活動は期待や不安などの様々な思いや感情が絡み心が不安定に
なりがちです。今の学生はそれに加え新型コロナウイルス感染拡大による社会経済の大きな変化という怪物と向き合わなけれ
ばいけない状況に置かれています。
　1月に入り就職活動を控えた学生からの不安を訴える相談が増えています。特にアパートで独り暮らしをしている学生の置か
れている状況はかなり深刻です。新型コロナウイルス感染拡大防止のため実家に戻ることも出来ず、身近なところに相談できる
人がなく一人で悩み苦しんでいます。この様な状況下において就職支援担当者に求められることは、学生の話にそっと耳を傾け
不安な気持ちに寄り添い心を支え、責任を持って最後まで面倒をみることだと思います。私の学生時代の就職活動の時期に

「私を必要とする会社があるのか」とか「社会で本当にやっていけるのか」等不安ばかり先だったことを思い出しながら、学生との
相談に向き合っています。

◎コロナ禍における就職支援

（公財）仙台ひと・まち交流財団の公式YouTube
「仙台ひと・まちチャンネル」のサムネイル等を、服飾
文化専攻3年の遠藤優佳さんと門脇優奈さんがデザ
インしました。

2月8日、教育実習・栄養教育実習を実施した教職課程履修
者4年生による報告会。密集を避けるため、4会場に分け、
ZOOMにより、後輩たちに伝えました。

サンキューベリーマッチ展

令和2年度家政学科課題研究発表会

コロナ禍により、大学祭や学外での公演が出来ない現在、

子ども生活専攻「三島レンジャー」動画制作に取り組んで

います。この動画は県内各幼稚園等に配布予定です。

三島レンジャー

毎年開催している学友会主催のクリスマスパーティー、

今年は開催を断念。そんな状況の中、美術表現学科の

1・2年生たちが、少しでもクリスマスの雰囲気を味わって

もらうために制作しました。

クリスマスイルミネーション

「仙台ひと・まちチャンネル」の
サムネイルデザイン制作

令和2年度、本学美術学部、佐藤淳一教授が「永年にわ

たり、彫刻家として優れた活動を行い、地域文化の振興に

貢献している」として表彰されました。これを記念し、3月23日

から28日まで、晩翠画廊において彫刻展が開催されます。

佐藤淳一教授が、「地域文化功労者」表彰 小中学生のためのファッションカレッジ2020
「おしゃれ上手は洗濯上手」 教育実習報告会


